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分子の「折り曲げ」に基づく新たな円偏光発光分子の開発に成功 

 
日本大学生産工学部応用分子化学科の池下雅広助手、津野孝教授と、近畿大学理工学部応

用化学科の今井喜胤准教授らの研究グループは、強い円偏光発光（CPL: Circularly Polarized 

Luminescence）※１を示すおわん型形状の白金錯体※２の開発に成功しました。CPLとは、分子

が左回転または右回転の偏りを持つ光を発する現象であり、光暗号通信や三次元表示技術、

セキュリティ分野などへの応用が期待されています。本研究では、有機 ELディスプレイの

発光素子などとして注目されるりん光※３性白金錯体を用いて、分子の「折り曲げ」に基づく

CPLの増強現象を見出しました。将来的には、三次元有機 ELディスプレイや次世代セキュ

リティ技術などへの実用化に繋がる可能性があります。 

本研究成果は、令和 4 年（2022年）1月 31日（月）にドイツの国際学術誌 ChemistryOpen

のオンライン版で公開され、令和 4年（2022年）4月 1日（金）発行の Volume 11, Issue 4 の

表紙（Front Cover）に選出されています。 

 

1. 本件のポイント 

・三次元ディスプレイや光暗号通信に応用可能な円偏光発光（CPL）材料を開発した。 

・平面的な白金錯体を「折り曲げる」ことで、CPL の増強に成功した。 

・今回の成果は実用的な円偏光りん光材料の設計に重要な指針を与えた。 

 

2. 本研究の背景 

光の振動が特定方向に偏った光を「偏光」といい、その中でも右または左に回転しな

がら振動する偏光のことを「円偏光」と呼びます。私たちが普段目にしている光（太陽

光や蛍光灯など）は、右回転と左回転の円偏光が等しく含まれています。一方で、キラ

ルな構造をもつ分子※４は、右回転または左回転のどちらかに偏った光を過剰に発する円

偏光発光（CPL）を示すことが知られており、強い CPLを示す材料は三次元ディスプレ

イや光暗号通信などへの応用が期待されます。効率的な CPL を示す有力な材料の 1 つ

として、有機 EL ディスプレイの発光素子材料等への利用に期待が高まっているりん光

性白金錯体が挙げられます。しかしながらこれまでに報告されている白金錯体では、分

子が発する円偏光の回転方向や強度と、分子構造との相関がよくわかっておらず、合理

的な設計指針が求められている状況でした。 



3. 本研究の内容と成果 

研究グループは、CPLを示すりん光性白金錯体の合理的な設計指針の確立を目的とし

て、「分子の構造が CPL 特性にどのような影響を与えるか？」を解明するため、新たな

発光分子の合成およびその光学特性の調査を行いました。その結果、平面的な構造をも

つ白金錯体を「折り曲げる」ことにより、CPL強度が増強されることを明らかにしまし

た。 

本研究では、りん光を示す白金錯体の分子骨格にキラルな置換基を導入した化合物を

設計・合成し、それらの CPL特性について検討しました。合成した錯体の分子構造を解

析したところ、キラルなアルキル置換基を有する錯体は平面的な分子構造をとっていた

のに対し、よりかさ高い環状置換基を導入した錯体では、おわん型に「折れ曲がった」

分子構造をとっていることがわかりました（図 1）。また、それぞれの錯体の CPL 特性

を検討したところ、平面型の錯体では検出できないほど弱い CPL しか示さなかったの

に対して、おわん型の錯体は強い CPLを示すことがわかりました。今回の研究は、分子

構造と CPL 強度との相関関係を実験的に明らかにすることができ、実用的な円偏光り

ん光材料の設計に重要な指針を与えたと言えます。 

図 1. 本研究で開発した白金錯体の代表的な分子構造。かさ高い環状置換基の導入によって

分子の折れ曲がりが引き起こされ、強い CPL を示す。 
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6. 用語解説 

※１ 円偏光発光（CPL: Circularly Polarized Luminescence） 

光は電磁波であり、振幅の方向がある規則に従うものを「偏光」と呼ぶ。偏光は、振幅

の方向が一定の面内にある「直線偏光」と、振幅の方向が時間の経過で円を描く「円偏

光」に分けられる。キラルな発光体を光で励起する際に、右回転または左回転の円偏光

の割合が偏った発光を示すことがあり、これを円偏光発光という。 

 



※２ 白金錯体 

白金と有機物が結合したものを白金錯体と呼ぶ。有機 EL ディスプレイの発光素子材料

として応用が期待されており、一般的に高い発光特性をもつ。 

※３ りん光 

ルミネセンスの 1つであり、物質を励起し、その励起が中止したのちに長い時間発光す

る現象をりん光と呼ぶ。蛍光が 10－9秒程度の寿命であるのに対して，りん光は数秒に達

することもある。 

※４ キラルな構造をもつ分子 

右手と左手のように鏡像の関係にあり、重ね合わすことのできないものをキラルという。

キラルな分子とは、その鏡像がそれ自身と重なり合うことがない分子であり、通常鏡像

体関係にある有機化合物は物理的性質や化学的性質は等しい一方で、偏光が関与する光

学的性質は異なる。 
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